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農を語る 代表取締役　柿本正大さん（久美浜町） がんばってます !!
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京丹後紀行『焼畑』

新しい郷土料理

昨年12月14日、雪の舞う日でありましたが、その年の収穫を祝う神事が
行われました。（写真　藤原髙志委員）
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農業委員会だより

　
1
月
7
日（
水
）、久
美
浜
町

の
造
り
酒
屋
で
あ
り
、「
久
美

の
浦
」の
名
前
で
親
し
ま
れ
て

い
る「
熊
野
酒
造
有
限
会
社
」

を
、新
酒
の
仕
込
み
の
忙
し
い

中
、訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

1
0
0
％
久
美
浜
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
っ
て
造
り
ま
し
た
が
、
な
め
ら
か
で

さ
っ
ぱ
り
し
た
味
に
仕
上
が
り
、
今
ま

で
と
違
っ
た
酒
が
出
来
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
試
飲
し
て
も
ら
う
と
、
女
性
か

ら
の
評
価
が
高
い
で
す
。

　

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使
っ
て
純
米
酒
を

造
っ
た
の
は
、
熊
野
酒
造
が
初
め
て
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
食
文
化
】

　

丹
後
・
久
美
浜
の
食
文
化
の
一
翼
を
、

お
酒
も
担
っ
て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
感

じ
ま
す
。

　

近
年
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
酒
を

持
っ
て
行
き
ま
す
が
、
都
会
の
人
・
地

元
の
方
々
が
お
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が

ら
楽
し
そ
う
に
交
流
を
深
め
て
お
ら
れ

る
様
子
を
、
嬉
し
く
見
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
人
々
の
交
流
の
お

役
に
た
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
頼
も
し
い
後
継
者
】

　

長
男
・
達
郎
（
31
歳
） 

と
一
緒
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
息
子
が
最
近
、
井

岸
杜
氏
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
杜
氏
の

仕
事
の
半
分
く
ら
い
カ
バ
ー
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
っ
か
り
勉

【
屋
号
・
亀
屋
】

　

な
ぜ
屋
号
を
亀
屋
と
言
う
の
か
？　

　

先
々
代
が
肥
料
等
を
売
る
店
を
興

し
、
そ
の
店
の
屋
号
が
「
鶴
屋
」
だ
っ

た
。
し
か
し
う
ま
く
い
か
ず
閉
店
し
た
。

そ
の
後
、
造
り
酒
屋
を
始
め
、
鶴
で
ダ

メ
だ
っ
た
の
で
、
屋
号
を
亀
に
し
た
の

だ
と
言
う
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。

　
「
鶴
は
千
年
、
亀
は
万
年
」
お
酒
は
百

薬
の
長
、
酒
屋
の
屋
号
に
ぴ
っ
た
り
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

【
純
米
吟
醸
・
杜
氏
の
独
り
言
】

　「
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
そ
り
ゃ
あ
食
う
分

に
は
う
み
ゃ
あ
け
ど
、
酒
に
は
あ
か
ん

と
ち
が
う
か
…
あ
れ
、
こ
り
ゃ
思
っ
た

よ
り
エ
エ
も
ん
が
で
き
た
が
な
。
コ
メ

の
味
が
よ
う
出
て
酒
好
き
の
人
に
は
エ

エ
な
ぁ
。
　

但
馬
杜
氏
　
井
岸
泰
雄 

「
純
米
吟
醸
・
杜
氏
の
独
り
言
」
の
ラ
ベ

ル
に
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

今
、
力
を
入
れ
て
作
っ
て
い
る
お
酒

は
、
純
米
酒
で
す
。
純
米
酒
は
使
っ
て

い
る
米
の
味
が
素
直
に
出
て
き
ま
す
。

「
純
米
吟
醸
・
杜
氏
の
独
り
言
」
は
、
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強
し
て
「
久
美
の
浦
」
の
味
を
こ
れ
か

ら
も
引
き
継
い
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

　

ま
た
、
近
年
、
達
郎
の
発
案
で
外
国

へ
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
香
港
で
は
日

本
の
食
品
は
安
心
感
が
あ
る
と
言
う
こ

と
で
評
価
が
高
く
、
お
酒
の
売
れ
行
き

も
好
調
で
す
。

【
農
家
の
皆
さ
ん
へ
】

　

日
本
の
コ
メ
は
世
界
で
一
番
信
頼
さ

れ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
米
つ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
丹
後
の

小
さ
な
造
り
酒
屋
で
す
が
、
丹
後
で

出
来
た
お
米
を
使
っ
た
お
酒
を
造
り
、

造
っ
た
お
酒
を
地
域
の
方
に
楽
し
く
飲

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
農
家
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
「
地
域
の
食
文
化
」
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

　

自
信
を
持
っ
て
言
え
ま
す
。
丹
後
の

お
酒
は
ど
れ
も
お
い
し
い
で
す
。
日
本
・

外
国
、
ど
こ
に
持
っ
て
行
っ
て
も
ら
っ

て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
で
す
。（
正
大
）

取
材
／
大
場　

耕
作
委
員

（
久
美
浜
町
）

熊
野
酒
造
有
限
会
社

柿か
き
も
と元 

正
大
さ
ん
（61）

熊
野
酒
造
有
限
会
社

柿か
き
も
と本 

正ま
さ
お大

さ
ん

代
表
取
締
役

代
表
取
締
役

▲右は後継者の達郎さん

全国農業新聞を購読してみませんか？
　全国農業新聞は公的代表機関である農業委員会系統組織
が発行する週刊の農業総合専門紙です。「週刊」ということか
ら日々の報道には限界がありますが、むしろ週刊の時間を活かし、
大切な情報をわかりやすくまとめています。
　また、多くの読者の皆様に満足して頂けるよう、家族全員が
楽しめる記事も充実しています。さらに、全国４７都道府県にあ
る支局の充実により、地域の元気で特徴ある明るい話題や地
域独自のイベント情報などの提供に努めています。

お知らせ
平成27年4月から購読料月額600円が700円に改定されます。

全国農業
新聞NATIONAL

AGRICULTURAL
NEWS
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て
お
り
、
す
で
に
大
幅
な
定
数
の
削
減
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
各
委
員

が
担
当
す
る
地
域
の
増
加
、
現
地
確
認
、

農
地
現
況
調
査
な
ど
の
業
務
は
大
き
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

新
た
に
設
置
さ
れ
る
「
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員
」
の
選
任
と
業
務
運
営
に
つ
い

て
も
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

公
選
制
の
廃
止
に
つ
い
て
は
、
委
員
の

「
地
域
の
代
表
」
と
し
て
の
信
任
と
誇
り

が
担
保
さ
れ
る
の
か
不
安
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
市
長
に
選
任
さ
れ
る
委
員
は
そ

の
半
数
を
認
定
農
業
者
で
女
性
農
業
者
も

数
名
入
れ
る
な
ど
、
耳
触
り
の
良
い
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、

第
一
線
で
手
一
杯
の
経
営
を
行
っ
て
い
る

認
定
農
業
者
や
女
性
農
業
者
が
、
時
間
の

制
約
を
伴
う
業
務
に
従
事
で
き
る
の
か
疑

問
が
の
こ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
意
見
公
表
、
建
議
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
は
農
業
委
員
会
が
農
業
者
の
代
表
と

し
て
、
農
業
政
策
、
施
策
に
反
映
さ
せ
る

為
に
農
業
者
の
声
を
ま
と
め
、
市
に
あ
っ

　

し
か
し
、
法
律
の
裏
付
け
を
無
く
す
こ

と
に
よ
り
そ
の
意
義
は
薄
め
ら
れ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力

創
造
プ
ラ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
制
度
の
変
更

は
、
農
業
の
状
況
を
考
慮
し
て
い
な
い
大

き
な
力
の
行
使
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

う
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
京
都
府
の
農
業
委
員
会
上
部
組

織
に
お
い
て
も
、
全
国
組
織
と
と
も
に
納

得
の
い
く
内
容
に
す
べ
く
、
政
府
・
国
会

議
員
に
対
し
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
道
は
険
し
そ
う
で
す
。

　

農
業
の
更
な
る
発
展
に
は
「
生
み
の
苦

し
み
が
伴
う
」
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、

こ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
た
時
に
は
い
ず
れ

に
せ
よ
各
地
域
で
の
混
乱
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

て
は
市
長
に
、
都
道
府
県
に
あ
っ
て
は
知

事
に
、
農
業
委
員
会
全
国
組
織
に
あ
っ
て

は
政
府
に
対
し
て
法
律
に
裏
付
け
ら
れ

て
、
意
見
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

京
丹
後
市
で
は
現
委
員
の
任
期
が
満
了

す
る
の
が
平
成
28
年
６
月
末
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、こ
の
改
正
さ
れ
る「
農

業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
時

期
に
よ
っ
て
は
「
激
変
」
す
る
制
度
に
満

足
な
対
処
が
で
き
る
の
か
不
安
が
募
り
ま

す
。

　

こ
の
制
度
変
更
は
よ
く
言
わ
れ
る
「
高

度
な
政
治
判
断
!!
」
な
の
だ
ろ
う
が
、
政

府
が
考
え
る
「
真
の
国
益
！
国
民
の
幸

福
！
栄
え
る
農
業
！
」
私
に
は
今
そ
の
姿

を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

政
府
は
平
成
26
年
6
月
24
日
に
決
定
し

た
「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創
造
プ

ラ
ン
」
に
よ
り
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す

る
法
律
」
な
ど
の
制
度
改
正
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
農
業
委
員
会
の
在

り
方
、
運
営
、
活
動
が
大
き
く
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、

　

○
委
員
定
数
の
削
減
、
そ
れ
に
伴
う
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
仮
称
）
の
設

置
　

○
公
職
選
挙
法
に
よ
る
委
員
選
出
を
廃

止
し
、
市
長
に
よ
る
選
任
制
へ
の
変
更

　

○
法
定
化
さ
れ
て
い
る
「
意
見
公
表
、

建
議
」
の
非
法
定
化

な
ど
、
現
在
に
お
か
れ
て
い
る
農
業
、
農

業
委
員
会
の
状
況
に
お
い
て
、
逆
風
と
し

か
受
け
取
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

定
数
削
減
に
つ
い
て
は
、
京
丹
後
市
で

は
、
平
成
16
年
に
行
わ
れ
た
６
町
合
併
に

よ
り
、
1
2
8
名
の
委
員
が
37
名
と
な
っ 「

農
業
委
員
会
は
今
」

農
業
委
員
会 

会
長

老後はお金の心配をせずに暮らしたいもの
です。その間予測不可能な経済変動があり、
思わぬケガや病気もあります。

※ 日本人の平均余命は男性８４歳、女性８９歳となっ
ており、農業者年金加入者の平均余命の方が長く
なっています。

高齢農家世帯（世帯主が６５歳以上の夫婦
２人）の家計費は、現金支出で
が必要となります。

農業者の皆さんが加入している国民年金の
支給額は、４０年加入で 、
夫婦あわせて です。

このように、豊かな老後生活のためには、国民年金だ
けでは十分と言えず、 する
必要があります。
サラリーマンは国民年金（基礎年金）の上乗せ年金と
して、厚生年金や共済年金（厚生年金のモデルケース
では夫婦お二人で年額約２７２万３千円、月額約２２万７
千円）を受け取っています。
農業者の皆様も、メリットがたくさんある

して安心で豊かな老後を迎えましょう。

２０歳 ４０年
３０歳 ３０年
４０歳 ２０年
５０歳 １０年

加入年齢 納付期間 運用利回り の場合 運用利回り の場合
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ん
ば
っ
て
ま
す
!!

～
畑
作
農
業
に
全
力
投
球
～

がが
ん
ば
っ
て
ま
す
!!

【趣味】
　恒雄さんは、大きな機屋の長男として生まれました。小学生の時から少年野
球に入り、中学・高校も続け、勉学との両立の日々だったそうです。今も趣味
の野球を人との交流を大切にしながら続けています。
　冬場は、近くのスキー場のお手伝いをしながら、スキー、スノーボードを楽
しみ、インストラクターとしても頑張っています。
　奥さんの奈美さんはソフトバレーを楽しんでおられます。

【就農のきっかけ】
　恒雄さんは、もともと、農業は好きではなかったそうですが、４年余りの会
社勤務の間にリーマンショック等世の中の不安定条件が色々と重なり、思い描
いていた給料も程遠く安かったため、職場を数回変わり「使われる身は自分に
は向かないのでは？」と悩んでいた時、お父さんの「うしろ姿」を見て考えが
変化しました。自分の意思で計画を立て作物を栽培する喜び、魅力を肌で感じ

「やり方ひとつで儲かる・・・」と脳裏に閃き、一大決心。農業に夢を託しました。
　自分の計画で作物を選定し、作付していることから仕事がきつくても、休日がたとえ少なくても大
丈夫。振り返って過去一度として後悔することなく「今日まで良かったなぁ」の一言に尽きると力強
く語っていただきました。

【経営内容】
　年々、規模拡大して、現在国営畑 4ha 弱で、大カブ 2ha、ゴボ丹（短形ゴボウ）60 ａ、人参 40 ａ、
大根 5 ａの 4 本の柱です。ブロックローテーションを考えながら植付してＪＡ出荷を中心に小売り、
加工業者向け出荷と上手に振り分け、有利販売に努めています。

【まとめ】
　自宅と大カブほ場で 1 時間 30 分取材した私は、自分が満二十歳で父から全権任されて嫌々ながら、
また、仕方なしにスタートした当時と比較して、池邉さんのしっかりとした考え、行動には本当に脱
帽しました。
　奥さんの笑顔と、ご夫婦の目の輝きは「力を合わせてやるんだ・・」という意志が全身に伝わって
きました。
　超高齢化目前の私は、国営開発団地のメンバーの一員として、我が事のように嬉しい限りです。

取材 ／ 山副孝雄委員

池
い け べ

邉 恒
つ ね お

雄さん 　

奈
な み

美さん 　
（弥栄町鳥取）

(30)

(30)

　新婚３年目の池邉さん
夫婦を訪問し、若さみな
ぎる素晴しいお話を伺い
ました。

▲ 終始笑顔で仲の良いお二人でした。

　鳥獣害対策事業について

○給食生ごみの資源化に着手
　市では、昨年８月から市内の保育所と幼稚園、次いで、９月からは小学校、中学校の
給食生ごみの分別回収に着手し、市エコエネルギーセンターで資源化を行っていま
す。一部の学校では、液肥で栽培した特別栽培米「環のちから」を給食で提供するなど、
地域内での資源循環の環が広がりつつあります。

○環境学習を推進
　これまで焼却処分されていた給食調理の際の
生ごみが、電気や液肥として生まれ変わる「生ご
み資源化の取組」は、環境学習の身近な材料とし
ても最適。取り組みの内容を実際に「聞いて・見
て・触って」体感してもらうため、今後は、市内の
小中学生に施設を見学していただき、資源の循環
の体感を通して環境について考える機会を提供
していく予定です。

○エコエネルギーセンターは常時見学可能です
　エコエネルギーセンターには、市内外から毎年
多くの方が見学に訪れています。平成２５年度
は海外の方も含め延べ４６９人の方が施設を訪
れました。どなたでも見学出来るので、地区やグ
ループなどでもお気軽にお越しください。見学は
事前の予約が必要です。詳しくは環境バイオマス
推進課（℡６９－０４８０）へお問い合わせくだ
さい。

給食生ごみの資源化を開始しました！

　京丹後市では鳥獣害を防止するため平成23年度より国の補助事業
を利用した防除対策を行なっています。
　毎年、各集落から防除資材等の要望をいただき、平成26年11月まで
に総延長357キロメートルの防護柵等整備が完了しました。
　市としては効果を上げていることから、今後もこの事業を活用し
防除対策に取り組むこととしています。しかし、国の事業の見直しに
より平成27年度からは従来の防護柵設置に加え、檻やICT（センサー）
を使用した「防除と捕獲の一体化」による設置が要件となる見込みで
す。
　本事業を活用される場合は集落または団体でご相談のうえ農林整
備課（℡69-0430）へお問い合わせ下さい。



五箇どんど焼き

鳥取保育所
どんど焼き

～新春もちつき大会～ 懐かしき一コマ

　1 月 18 日五箇小学校
グランドに於いてどんど
焼きが行われました。
　大きなやぐらは五箇地
域の老人会や地区公民館・
各区の有志の方々により
組まれ、子供達や地域の
方々が字の上達や無病息
災を願って行われました。

　今年も元気に過ごせるよう園児た
ちが願いを込め行ないました。

（写真　山副孝雄委員）

　網野町障害児者の生活と権利を守る会（松田友美
会長）主催により 1 月 25 日 ( 日 ) アミティ丹後にて、
今年で 30 回目の餅つき大会が開催されました。会員
150 名が参加し、楽しいひと時を過ごしました。

　昭和 10 年頃の苗を育てる温床作りの風景
です。竹やワラを用いて箱型を作り、中に落
ち葉、ヌカ、堆肥を敷き詰め踏み込んで熱を
持たせます。一番上の上層部には土を敷いて
野菜苗やサツマイモの苗を作っていました。

～もちつき、楽しい！～ ～みんなで丸めます～
（写真提供 東宇義夫委員）（写真　網野町障害児者の生活と権利を守る会 提供）

農業委員会だより農業委員会だより

　大宮南地域里力再生協議会の「大宮南おふくろ
SUN 工房（代表 : 川口礼子さん、構成員 8 名）」では、
地域の農産物を使い、漬物やこんにゃくなどの加工
品の製造・販売を行っています。時には料理教室も
開催し、地域の振興、交流を図るため活動を展開さ
れています。

　

切
畑
は
、
福
田
川
の
最
上
流
に
位
置
す
る
山
間
の
地

に
あ
り
、「
焼
畑
」
の
典
型
を
な
す
地
名
で
あ
り
、「
焼
畑
」

は
、
当
地
の
言
葉
で
は「
カ
リ
ュ
ウ
」
と
い
い
、
昭
和

三
〇
年
代
ま
で
は
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
山
す

そ
な
ど
傾
斜
地
で
潅
木
や
草
を
切
り
払
っ
て
焼
き
、
そ

の
灰
を
肥
料
と
し
て
大
根
、
ア
ワ
、
ソ
バ
、
小
豆
な
ど

の
雑
穀
を
作
り
収
穫
し
た
。

遠
き
世
の
山
火
ぞ
映
ゆ
る
埴は
に
わ輪
の
瞳　
　
　

福ふ
く
だ
り
ょ
う
て
い

田
蓼
汀

　

古
代
か
ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
耕
作
方
法（
焼
畑
）

は
、
耕
地
の
少
な
い
山
間
に
住
む
人
々
を
飢
餓
か
ら
救

い
、
命
を
つ
な
い
で
き
た
の
だ
ろ
う
。

　

切
畑
出
身
の
Ｋ
さ
ん
は
、
子
ど
も
時
代
を
回
想
し
て

〜 

焼
　
畑 

〜 

― 

網
野
町
切
畑  

―
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京
丹
後
紀
行

こ
ん
な
話
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

そ
の
頃
は
、
ほ
と
ん
ど
の
家
で
牛
を
飼
っ
て
い
て
、
学
校
が
休

み
の
日
に
は
、
牛
に
食
べ
さ
せ
る
草
を
兄
と
私
で
刈
り
ま
し
た
。

風
呂
は
、
五
右
衛
門
風
呂
で
水
道
も
な
か
っ
た
の
で
、
山
か
ら
引

い
た
水
を
た
め
る
水
槽
か
ら
バ
ケ
ツ
で
汲
ん
だ
水
を
何
回
も
運

ん
で
風
呂
水
を
張
る
の
は
兄
の
仕
事
で
し
た
。
そ
し
て
、
風
呂
を

焚
く
の
が
私
の
担
当
だ
っ
た
の
で
す
が
、
両
親
・
祖
父
母
が
野
良

仕
事
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
す
ぐ
に
風
呂
に
入
れ
る
よ
う
に
し
と

か
な
あ
か
ん
の
に
、
兄
が
遊
び
惚
け
て
帰
り
が
遅
い
と
き
が
あ
っ

て
、
そ
ん
な
と
き
は
女
の
私
が
風
呂
水
も
張
ら
な
あ
か
ん
の
で
大

変
で
し
た
。
他
に
も
手
伝
い
は
、
麦
踏
み
に
草
と
り
、
稲
の
束
を

運
ん
だ
り
な
ど
忙
し
か
っ
た
で
す
が
、
今
に
な
れ
ば
そ
れ
も
楽
し

い
思
い
出
で
す
。
そ
し
て
、
お
駄
賃
に
も
ら
っ
た
お
金
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
握
り
し
め
、
縁
日
の
夜
店
で
、
ア
メ
や
菓
子
、
風
船

等
を
買
う
の
は
最
高
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

切
畑
は
、
西
に
切
畑
権
現
山（
標
高
四
四
一
メ
ー
ト
ル
）

を
望
む
山
紫
水
明
の
地
で
も
あ
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
ん
だ

名
水
が
あ
る
。
名
水
が
湧
き
出
る
と
い
う
こ
と
は
、
土
壌

も
ま
た
豊
か
だ
と
い
う
こ
と
。
水
は
川
上
か
ら
川
下
へ
、

そ
し
て
海
へ
。
人
々
は
、
古
か
ら
自
然
と
共
存
し
な
が
ら

生
き
て
き
た
。

　

今
年
は
、「
国
際
土
壌
年
」。
土
壌
の
持
つ
意
味
を
正
し

く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
未
来
に
繋
が
る
大
切
な
生い
の
ち命
を

守
る
基
盤
と
位
置
づ
け
た
い
。「
農
」
の
根
源
も
そ
こ
に
あ

る
の
だ
か
ら
。

　
　
　
　

○
人
形　
　

久
美
浜
町
佐
野
出
身
、
愛
知
県
瀬
戸
市
在
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田 

重
幸
さ
ん
作

　
　
　
　

○
文　
　
　

鴨
田 

忠
司

▲笑顔が絶えない楽しい活動の一コマ
　（写真：里の仕掛人　兼

かねとう
頭みさ子さん提供）

SUN

大宮南おふくろSUN工房
里の味
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川
溿 

明
美 

委
員

　

日
本
人
の
誰
も
が
き
っ
と

大
好
き
な
国
民
食
で
あ
る
丼
。

手
軽
に
食
べ
ら
れ
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
。

　

一
杯
の
器
の
中
に
、
多
く
の

魅
力
が
ギ
ュ
ー
ッ
と
詰
ま
っ

て
い
る
便
利
で
美
味
し
い
丼
。

時
を
経
て
地
元
の
新
鮮
な
食

材
、
名
産
品
を
ご
飯
に
乗
せ
る

と
い
う
食
べ
方
は
、
日
本
独
特

の
食
文
化
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
上
、
丼
に
は
、
お
米
が

必
要
不
可
欠
。
ご
飯
の
上
に
自

分
好
み
の
食
材
を
美
味
し
く

調
理
し
て
い
た
だ
く
。
愛
し
て

や
ま
な
い
丼
の
出
来
上
が
り
。

　

コ
ッ
ペ
蟹
は
乱
獲
を
防
ぐ

た
め
漁
期
は
、
11
月
、
12
月
の

二
ヶ
月
。
年
々
短
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

冬
を
代
表
す
る
日
本
海
の

味
覚
で
す
。

ど
う
ぞ
召
し
上
が
れ
。

コッペ丼
【材　料】　1人前
　　○コッペ蟹（湯がいたもの）…１ぱい
　　○卵…２ケ　　○三つ葉…1/2 束
　　○もみのり…少量　　　　
　　合わせ煮汁
　　○だし汁…………80 ～ 100cc
　　○しょうゆ………大さじ１
　　○砂糖……………大さじ１

●卵は半熟で火を止め、ご飯にのせ、ふたをし、
　蒸らすとよい。
●汁の分量は、表面から途中まで染みて、
　下は白いご飯位がよい。京丹後市観光大使

コッペちゃん

【作り方】
１. コッペの甲羅をはずし、中に詰まっているみそ等をスプーンなど
　  使ってきれいに取り出す。足の身はすりこ木などを利用し取り出
　  し、外子はスジを取り除く。
２. 三つ葉は３～４ｃｍに切る。
３. 卵は溶きほぐし、切った三つ葉を少し入れて合わせる。
４. 熱いご飯を丼に盛る。
５. １人前の小鍋に煮汁、①で取り出したみそ等入れ、煮立ったら  
　  溶き卵を流し入れ、ご飯の上にすべらせるようにのせ、三つ葉と  
　  もみのりを散らす。

新
し
い

郷
土
料
理

ちょ
っと
コツ
！

　

京
都
府
農
業
会
議
主
催
の
「
第
24

回
京
都
府
農
業
委
員
会
広
報
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
於
い
て
、
平
成
26
年
に

発
行
し
た
「
京
丹
後
市
農
業
委
員
会

だ
よ
り
」
が
平
成
18
年
か
ら
連
続
９

回
目
の
金
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
協
力

に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
親
し
み
や
す
い
広
報

誌
づ
く
り
を
心
掛
け
、
よ
り
良
い
広

報
活
動
を
続
け
ま
す
の
で
、
ご
指
導

ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。 金

賞
受
賞

コッペ丼


